
 

 

 

 

 

 

 

令和８年熊本地震における支援等について（健康福祉部関係）（第１報） 

令和８年７月 30日(木) 10:00現在 

 

 

１. ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム） 

令和８年熊本地震における被災地を支援するため、ＤＭＡＴ事務局（国立健康危機管理

研究機構ＤＭＡＴ事務局。厚生労働省委託事業）からの要請に基づいて、本県からは６

病院から合計９チームを派遣します。 

 

■ ７月 29日より、ＤＭＡＴコーディネーションチームを順次派遣。 

○総合病院回生病院（坂出市） １チーム 

・活動場所：熊本県央南活動拠点本部（済生会熊本病院内：熊本県熊本市） 

・活動期間：令和８年７月 29日（水）～８月６日（木） 

 ○香川県立中央病院（高松市） ２チーム 

・活動場所：熊本県南活動拠点本部（熊本労災病院内：熊本県八代市） 

・活動期間：令和８年７月 30日（木）～８月３日（月） 

 ○四国こどもとおとなの医療センター（善通寺市） １チーム 

・活動場所：熊本県南活動拠点本部（熊本労災病院内：熊本県八代市） 

・活動期間：令和８年７月 31日（金）～８月５日（水） 

 合計４チーム 

 

■ ７月 30日より、ＤＭＡＴを派遣。 

○さぬき市民病院（さぬき市） １チーム 

○香川大学医学部附属病院（三木町） １チーム 

○総合病院回生病院（坂出市） １チーム 

○香川労災病院（丸亀市） １チーム 

 ○四国こどもとおとなの医療センター（善通寺市） １チーム 

・活動場所：熊本県央南活動拠点本部（済生会熊本病院内：熊本県熊本市） 

・活動期間：令和８年７月 30日（木）～８月３日（月） 

                            合計５チーム 

 

（参考） 

○ ＤＭＡＴとは、災害の発生直後の急性期（概ね 48時間以内）から活動が開始できる機

動性を持った、専門的な研修・訓練を受けた医療チームであり、医療機関、災害現場等

において、本部活動、搬送、情報収集・共有、診療等を行う。 

○ ＤＭＡＴは１チームにつき医師１名、看護師２名、業務調整員１名の４名が基本的な

構成となっており、本県には、10医療機関あわせて 48チームの登録がある。 

○ 上記以外に、ＤＭＡＴの指導的な役割を担うＤＭＡＴコーディネーター（本県は９名

の登録）が核となり、主に被災県の災害対策本部の支援を行うＤＭＡＴコーディネーシ

ョンチームがある。（原則１名で編成される。） 

 

令和８年７月 30日（木） 

取りまとめ：保健福祉総務課 

問い合わせ先： 

医療政策課 政策医療グループ 

担当：棟保（内線 3324）直通 087-832-3256 


